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本ガイドでできること
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「みどりノート」を使ってGAP認証に対応した生産管理を行います。

◯「GAP管理」でできること

• GAP認証で必要とされる管理項目を確認

○事前に準備すること

• GAP認証に対応した設定項目の登録
• 生産計画の作成による計画的な生産を実施
• 日々の作業記録の確認し、問題を改善

file://192.168.10.105/share/06_新技術研究開発室/06010_新技術研究開発室共有/01個人/14青柳/検討資料/サービスメニュー/02 みどりノート/06 広報・プレスリリース/20171213（ホームページ）/detail/GAPレポート.pptx#1. PowerPoint プレゼンテーション
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GAP認証準備の手順
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ステップ1 GAP認証で必要とされる管理項目を設定する

ステップ2 GAP認証で必要とされる作業項目を登録する

ステップ3 生産計画を立てる

ステップ4 作業記録を確認して問題の対応方法を計画する
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ステップ1 GAP認証で必要とされる管理項目を設定する
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①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬

①名前欄
作業者の名前を登録します。
必須の入力項目となります。

②性別欄
性別を入力します。
「男」「女」「その他」から選択します。

③生年月日欄
生年月日を登録します。

④携帯番号欄
携帯電話の番号を登録します。
必須の入力項目となります。

⑤郵便番号欄
郵便番号を登録します。

⑥住所欄
住所を登録します。

⑦雇入年月日欄
雇用を開始した日付を登録します。

⑧単価単位欄
給与の支払い方法を登録します。
「時給」「日給」「月給」「年棒」
から選択します。

⑨単価欄
給与単価を登録します。

⑩役職・肩書き欄
役職を登録します。

⑪担当責任欄
GAP認証で規定されている責任を登録します。
（※）7つの責任属性から選択します。

・経営者
・商品管理の責任者
・農産物取扱い施設の管理責任者
・肥料管理の責任者
・農薬管理の責任者
・労働安全の責任者
・労務管理の責任者

⑫メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。
（※2）資格取得や講習受講記録の記載

農業機械を使う作業では適切な資格を保有
していることが必要とされます。
メモ欄を利用して管理してください。

⑬画像登録欄
写真を登録します。

GAP認証では責任者を明確にすることが必要とされます。
責任者を明確にして「作業者設定」で責任属性を設定して管理を行ってください。
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①

②

③

④

①品目欄
栽培する作物の品目名を登録します。
必須の入力項目となります。
品目名はGAP標準の品目名から選択します（※1）。

②品種名欄
品種名を登録します。
必須の入力項目となります。

③メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。

④画像登録欄
写真を登録します。
種苗のパッケージのラベルを写真
に撮って登録することが有効です
（※2）。

（※1）GAP標準の品目名について

日本GAP協会が提供している「JGAP標準品目名
リスト」をもとにデータを作成しています。
品目名を検索して登録してください。

日本GAP協会では栽培する作目を「JGAP標準品目名リスト」として公開しています。
｢作目設定｣では｢品目｣と｢品種名｣を設定し、品種については種苗の情報（種子消毒等）まで
把握できるように適切に管理してください。

（※2）種苗の管理について

GAP認証では種苗の管理を行うことが求められ
ます。種子消毒の状況など、写真に撮って管理
する等行うことにより、GAP認証への対応がし
易くなります。



Copyright © SERAKU CO.,LTD. All Right Reserved. 
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①

②

④

⑥

①名称欄
圃場を識別するための名称を登録します。
必須の入力項目となります。

②圃場種別欄
圃場の種別を登録します。
「圃場」「施設」「その他」から選択します。
GAP認証で規定されている種別です（※）。

③所在地欄
圃場・施設の所在地を登録します。

④地図
圃場・施設の場所をマップ上に登録します。

⑤連絡先欄
圃場・施設の所有者（地主等）の連絡先を登録します。

⑥面積欄
面積を登録します。

⑦面積単位欄
面積の単位を登録します。
「a」「ha」「m2」「反」「町」から選択します。

③

⑤

⑦

⑩

（※）圃場種別について

・圃場
作物を生産する圃場を示します。

・施設
農産物の加工や調整を行う施設
を示します。

・その他
倉庫や事務所など、農業生産
以外で使用する施設を示します。

GAP認証では使用する資材を圃場と施設で明確に分けて管理することが必要とされます。
「圃場・施設設定」では圃場種別の設定を必ず行ってください。
圃場で使用する資材と施設で使用する資材を分類して混用しないように適切に管理します。

⑧主な作目
圃場に作付する作目を登録します。

⑨みどりボックス
圃場に設置したみどりボックスを登録します。

⑩メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。

⑪画像登録欄
写真を登録します。

⑨

⑧

⑪
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①

②

④

⑥

③

⑧

⑤

⑦

⑩
⑨

⑫
⑪

⑮

⑭
⑬

①農薬検索欄
農薬の登録番号を登録します（※1）。
農薬検索を行うことにより、
②名称欄～
⑬農薬情報欄（③使用単位を除く）

は自動的に入力されます。

②名称欄
農薬の名称を登録します。
必須の入力項目となります。

③使用単位欄
農薬を使用する際の散布量の単位を登録します。
「ml」「L」「g」「kg」「袋」から選択します。
必須の入力項目となります。

④農薬の種類欄
農薬の正式な名称を登録します（※2）。

⑤有効成分欄
農薬に含まれる有効成分を登録します。

⑥総使用回数欄
作付期間中に農薬を使用できる上限の回数を
登録します。

⑦混合数欄
農薬に含まれる有効成分の数を登録します。

⑧用途欄
農薬の用途を登録します（※3）。

⑨剤型名欄
農薬の剤型を登録します（※4）。

⑩登録年月日欄
農薬登録日付を入力します（※5）。

⑪有効期限欄
農薬の有効期限を登録します。

⑫農薬情報欄
農薬の使用方法に関する詳細情報を
登録します。

⑬メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。

⑭画像登録欄
写真を登録します。

GAP認証では農場で使用する農薬を把握し、農薬の種類や有効成分、使用方法、有効期限を守っ
て適正に使用することが必要とされます。
「農薬設定」ではデータベース検索を行い、正しい使用方法を登録してください。
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（※1）農薬の登録番号について

独立行政法人農林水産消費安全技術センター
（FAMIC）に農薬登録がある農薬の検索が可能です。
農薬に添付されているラベルに記載された農薬の
名称を入力して下さい。

（※2）農薬の種類について

農薬の有効成分を明記した正式な名称を入力します。

「ウララDF」は名称となります。
「フロニカミド水和剤」は農薬の種類になります。

（※4）剤型名について

散布方法などの違いにより剤型が異なります。

・粉剤：微粉（45μm以下）となるように製造された農薬
・粒剤：細粒(297～1680μm)となるように製造された農薬
・粉粒剤：微粉と細粒の中間の大きさの農薬
・水和剤：水に懸濁させて使う農薬
・乳剤：水に乳濁させて使う農薬
・液剤・水溶剤：水に溶かして使う農薬
・くん煙剤：煙状に浮遊させて使う農薬
・エアゾル剤：霧状にスプレーして使う農薬
・マイクロカプセル剤：成分を小さなカプセルで包んだ農薬

剤型は「農薬の種類について（56農蚕第8702号、
昭和57年1月20日）」で、定められています。（※3）用途について

農薬の用途は以下の項目から選択します。

・殺虫剤：殺虫除草剤及び殺虫植調剤を含む
・殺菌剤：殺虫殺菌剤、殺菌除草剤及び殺菌植調剤を含む
・除草剤：植物成長調整剤、殺そ剤及び展着剤等を含む

（※5）登録年月日について

農薬取締法上の登録が行われた日付を登録します。
農薬に添付されているラベルに「農林水産省登録第○号」
という記載があり、登録年月日も併記されています。
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①

②

④

⑤

③

⑥

①肥料検索欄
肥料の登録番号を登録します（※1）。
肥料検索を行うことにより、
②名称欄
③登録年月日欄

は自動的に入力されます。

②名称欄
肥料の名称を登録します。
必須の入力項目となります。

③登録年月日欄
肥料登録日付を入力します（※2）。

④使用単位欄
肥料を使用する際の散布量の単位を登録します。
「ml」「L」「g」「kg」「袋」から選択します。
必須の入力項目となります。

⑤メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。
（※3）肥料成分の管理

メモ・備考欄に肥料の成分を登録して
施肥量を適正に管理します。

⑥画像登録欄
写真を登録します。

（※2）登録年月日について

肥料取締法の規定に基づき、農林水産大臣登録
された日付を入力します。

（※1）肥料の登録番号について

独立行政法人農林水産消費安全技術センター
（FAMIC）に肥料登録がある肥料の内で、
農林水産大臣登録銘柄の検索が可能です。
肥料に添付されているラベルに記載された
肥料の名称を入力して下さい。

GAP認証では農場で使用する肥料を把握、成分や施用量を適正に管理することが必要とされます。
「肥料設定」では肥料成分の設定を行い、土壌分析に基づく適切な施肥設計を行ってください。

（※3）肥料成分について

GAP認証では肥料の成分を把握して肥料を適正
に使用することが必要とされます。
メモ・備考欄を利用して肥料成分の管理を行っ
てください。
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GAP認証では農場で使用する機材を把握して、定期的な点検・整備を行い安全に使用するための
管理が必要とされます。
「機材設定」では、登録年月日に点検日を設定するなど、点検・整備の記録を残してください。

①

②

③

④

①名称欄
機材の名称を登録します（※1）。
必須の入力項目となります。

②登録年月日欄
機材を登録した日付を入力します（※2）。

③メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。

④画像登録欄
写真を登録します。

（※2）登録年月日について

GAP認証では機械・設備及び運搬車両は適期に
必要な点検・整備を行うことを義務付けています。
点検の目安となる日付を登録してください。

（※1）機材について

機材には農業機械や生産設備など、安全面から
適正な管理が必要とされる対象物を登録します。
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GAP認証では農場で使用する資材を把握し、適切な場所で使用することが必要とされます。
「資材」は農業資材や種苗を含めて全て登録してください。
特に種苗では登録年月日などを利用して購入の履歴を管理してください。

①

②

③

④

①名称欄
資材の名称を登録します（※1）。
必須の入力項目となります。

②登録年月日欄
資材を購入した日付を入力します（※2）。

③メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。

④画像登録欄
写真を登録します。

（※2）登録年月日について

GAP認証では種苗の購入の記録を管理することを
義務付けています。
購入日付や調達先の管理として利用してください。

（※1）資材について

資材には農業資材、器具や種苗などが含まれます。
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①
②

④

⑥

③

⑤

⑧
⑦

⑩
⑨

⑫
⑪

⑬

①作業名欄
作業の名前を登録します。
必須の入力項目となります。
作業内容を識別しやすい名前を
設定して下さい。

②ステータス欄
作業進捗を登録します。
「未完了」「完了済」「ステータス
無し」から選択します。

③作業開始時間欄
作業開始時間を登録します。

④作業時間欄
作業時間を登録します。

⑤休憩時間欄
休憩時間を登録します。

⑥作業者欄
作業者を登録します。

⑦作業場所欄
作業場所を登録します。

⑧作付計画欄
作業に関連する作付計画を登録します。

⑨作付圃場欄
作付を行う圃場を登録します。
作付計画を設定すると自動的に設定
されます。

⑩作付作目欄
作付を行う作目を登録します。
作付計画を設定すると自動的に設定
されます。

⑪工程欄
GAP認証における生産工程を登録します。
「作業工程」「収穫工程」「農産物
取扱工程」から選択します（※1）。

⑫年間計画に表示欄
「表示する」を選択すると、年間計画
画面に作業が表示されます。

⑬メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。

GAP認証では作業工程で行う作業を明確にし、適切な場所で適切な作業管理が求められます。
「作業項目設定」では各作業に作業工程（作業工程、収穫行程、農産物取扱行程）を設定してく
ださい。「作業項目」には作業指示内容（使用農薬、使用肥料、使用機材、使用資材）をあらか
じめ設定して資材の誤使用を防ぐ管理を行ってください。
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（※1）生産工程について

GAP認証では生産工程を、作物の栽培工程、収穫工程及び農産物取扱い工程の一連の作業活動として分類して、
各工程で使用する機材や資材を明確化して適正に管理することが必要とされます。
作業項目には適切な作業工程を設定して必要な機材や資材を設定・管理して下さい。

作業工程：
播種、育苗、定植、施肥、農薬使用、剪定、更新等の圃場における収穫以外の作業活動

収穫工程：
収穫、収穫後の圃場での調整・箱詰め・一時保管、圃場から出荷先（農産物取扱い施設等）
への出荷（積込・輸送・引渡し）までの作業活動

農産物取扱工程：
農産物取扱い施設での農産物の受入、保管、選別、調製、洗浄、商品の性状を変えない
簡易な切断、乾燥・加工、包装、及びこれらの農産物取扱い施設からの出荷（積込・輸送・引渡し）
までの工程
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①

②

④

⑥

③

⑤

⑧
⑦

⑩
⑨

⑪

⑫

⑬

①圃場・施設欄
作付する圃場・施設を登録します。
必須の入力項目となります。

②作目欄
作付する作目を登録します。
「未完了」「完了済」「ステータス
無し」から選択します。
必須の入力項目となります。

③作付開始日蘭
作付の開始日を登録します。
必須の入力項目となります。

④作付修了日欄
作付の終了日を登録します。
必須の入力項目となります。

⑤年度欄
作付年度を登録します。
作付開始日を登録すると自動的に
設定されます。

⑥補足事項欄
作付に関する補足情報を登録します。

⑦作付名欄
作付の名前を登録します。
「圃場・施設」「作目」「作付開始日」
「補足事項」を設定すると自動的に設定されます。

⑧栽培方法欄
栽培方法に関する情報を設定します。

⑨収穫目標欄
作付の収穫目標の数量を登録します。

⑩収穫単位欄
作物の収穫の単位を登録します。
「kg」「t」「パック」「コンテナ」
から選択します。

⑪出荷単位欄
作物の出荷の単位を登録します。
「kg」「t」「パック」「ケース」
から選択します。

⑫メモ・備考欄
特記事項などの自由記入欄です。

⑬画像登録欄
写真を登録します。

GAP認証では生産計画を立てることが必要とされます。
「作付計画」を作成して作付毎に作業記録を管理してください。
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ステップ3 生産計画を立てる

15

作業を行った作業者を記録から特定できるように、
｢作業者設定｣を行います。

｢作業｣の全ての入力項目はGAP認証で必要とされる情報です。
「作業予定」では可能な限り詳細な作業予定を登録してくだ
さい。

作業工程を登録します。

｢作業工程｣｢収穫行程｣｢農産物取扱行程｣の中から選択します。

作業工程によって使用できる｢資材｣は異なります。
作業で使用する｢資材」は全て作業指示に含めて設定します。

間違った資材の使用を未然に防いで、安全な生産を実現します。
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ステップ4 作業記録を確認して問題の改善を図る

16

PCで「みどりノート」を開き、の画面の左側にある
メニューから、「日次作業記録」を選択すると、日々
の作業進捗を確認できます。

GAP認証では作業を記録することが必要とされます。
作業日・作業者名・作業内容・作業時間・機械の稼動時間に加えて、苦情・異常・ルール違反・
事故等のトラブル及びヒヤリハットを日々確認して適切に対応します。

問題が報告された「作業」をクリックする
と詳細を確認できます。
苦情・異常が認められた場合は報告再発防
止策を検討してください。


